
列の四分胞子襲群を形成する。これら生殖器官の特徴から，ア
ッパコウモリノリ属はフジマツモ手ヰに所属することが妥当であ
ると考えた。 (1北海道大 ・院 ・水 2仏領ポリネシア大 ・海洋)

山口愛果 1 ・河村 裕 2 ・堀口健雄 1 小サブ、ユニットおよび大
サブユニットリボゾーマル R N A遺伝子配列に基づく従属栄養
性渦鞭毛藻プ口トベリディニウム属( 渦鞭毛藻綱) の分子系統
学的研究の続報
Aika Yam aguchi， Hiroshi K a、vamura and Talく巴o H origuchi:  A  
further phylogenetic  study  of the  heterotrophic c1inoflag巴Ilat巴 genus，
ProtoperidiniulII (Dinophyceae) based  on  small ancl 1加 ge subunit 
ribosom al R N A  g巴ne sequences 
海産従属栄養性プロトペリディニウムは渦鞭毛藻内で最大の

属である。我々は以前，プロ トペリディニウムの 4 Nj 10極の
核コード小サブユニットリボゾーマル R N A辿伝子配列 (SSU
rD N A ) を}刊し当て屑間および属内系統関係を推定 し， 報告した。

rDN A  
データと，大サブユニットリボゾーマル R N A逃伝子配列 (LSU
rD N A ) のデータを新たに加え，これらの配列を別々に，あ
るいは結合して解析をおこない本属の進化過程を再構築した。
L S U  rD N A 系統樹は本属の単系統性を支持したが，渦鞭毛
藻綱内での系統的位置は不明瞭である。S S U，L S U とS S U +  
L S U  rD N A系統樹は Avellanα節，Dive/噌gentia帥'j，Oceanica 
節，Protoperidiniul1l 節の単系統性を支持したが，Conica 節
は側系統となった。さらに，O ceanica 卸iは本属内の他のグ
ループよりも早い時期に分岐したことが示された。Avellana
節，Excentricα酎!と Divergentiα色↑'j/  P rotoperidinium酎jのク
レードは C onicαタイプの渦鞭毛藻から独立に派生した。L S U
rD N A データ解析は，S S U  r D N A と同じ結果を示したが，今
回はさらに解析種数が培え 新しい節のメンバーも含めたこ
とで，本属の形態進化に関してより明確な推定が可能になっ
た。P rotoperidinium conicum (Gran)  B al巴ch，P. excentricu m  
(Pauls巴n) B al巴ch とP. pellucid u m  Bergh で S S U rDN A配
列の種内変異が， また，P. claudicans  (Paulsen)  B alech， P. 
conicum とP. denticulatu m  (Gran 巴tBraarucl)  B alechで L SU
rDN A配列の極内変異が見られた。どちらにも極内変異が見つ
かった P.
院理 ・生物科学，2北大 ・C O E I新 ・自然史創成」理学研究員)

ガールスカウトも押し葉に挑戦 今年
も科学技術週間にあわせ国立科学陣物
館植物研究部でオープンラボ (4/21-
22) を行ったところ， !I旬に勲章を並べ
たガールスカウ ト茨城県第 13団の精

鋭たちが参戦。なんでも任務達成を本部に報告するた
びに勲章が l畑増えるそうで，その迫力に圧倒された私
は只管材料を補給して防戦に徹するばかりでした。(編)
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Cohen-Fem andez， E.  J.l・M eave Oel  Castillo， E.l・Ugarte，1.  H. S.2. 
Pedroche， F. F.l  : 種複合体解決への外部形態学的寄与: メキシコ
太平洋沿岸産 Prorocentrum m;cans， Prorocentrum gracileお
よび Prorocentrum s;gmo;des ( 渦鞭毛藻類) について
Erendira， J. Cohen-Fernanclez， Esther  M eav巴D elCastillo， 1. H. 
Salgado U garte and  Francisco  F. Pedroche: Contribution of externaJ 
morphology in solving  a  species compl巴x: Th巴cas巴of Prorocentrul1I 
lI1icans， ProrOCenlli.l1ll gracile  and Prorocenlrllll1 sigll10ides 
(D inoflagellata) frOlll the  M exican Pacific  Coast  
P rorocentrum l1/.icans E hI・enberg，P. gracile  Schutt および
P. sigmoides Bohl11 はメキシコ太平洋沿岸に生育する浮遊性
の渦鞭毛藻である。これら 3種は形態と大きさが類似するこ
とから， f重複合体としても扱われている。このク守ループの分
類は，*111胞の形態と大きさ，]頁刺の有無，そして鎧板の表面
構造に基づいて行われている。メキシコ太平洋沿岸の 11 箇所
から採集したサンプルと培養株を用いた形態研究が行われた O

P. g/ααLe とP. sigm oides の形態型において，細胞後方の小突
起( 小型の|歯状突起) の存在がはじめて記録された。形態型は，
細胞表面のくぼみに対する孔の大きさ，細胞後端の小突起の
存在，鎧板輪郭の形状を主要な基準として定義した。結果は，
形態型 P. m icans とP. gracile  -P. sigm oides の聞に明確な相
違を示した。P. sigmoides とP. gracile の形態型には，明確に
区別できる形質が存在しなかったことから，P. sig m oides は
P. gracile の後続異名であると推測される。 (ID epartal11巴nto
c1e  Hiclrobiologia， U  ni versiclacl A utonol11a  Metropolitana-
Iztapalapa， 2C arrera  de B iologia， Facultad de  Estudios 
Superiores Zaragoza， U niversidad Nacional  A utonol11a  de 
M e xico) 

英文誌 5 4巻 4 号表紙
海産緑藻キッコウグサの分離細胞分
裂初期段階における微小繊維と核
(撮影 :奥田一雄)


